






























A study on dormitory songs handed down in Hokumei Dormitory of Kanazawa 
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ス）。「四高寮歌」「南下軍の歌」は『寮歌集』（四高同窓会、1961年）。「人を戀ふる歌」は『日
本近代文学大系　第53巻　近代詩集Ⅰ』（角川書店、1972年）。「北溟寮寮歌」は1番のみ北
溟寮福祉部発行『北溟』第6号（1959年）及び第7号（60年）に掲載されているのでそれ
に拠り、以下は團野の記憶と2年先輩の土田良平氏（工学部卒）の助言（2015年12月20日）
に拠る。「五誓寮逍遙歌」は「北斗寮」ホームページ（注1に同じ）を参照しつつ、金沢高
等師範学校同窓会編『無限』第10号（1986年）所収版に拠った。なお、便宜上筆者の方で
番数番号を振った。「人を戀ふる歌」の原詞は16番まであるが、北溟寮では3番と4番を入
れ替え4番まで歌っており、その通りに記載。「金沢大学校歌」及び「人を戀ふる歌」は作
者の著作権消滅のため使用可とJASRAC北陸支社より回答を得、「金沢大学校歌」は金沢大
学総務部総務課にも使用許可を得た。「四高寮歌」「南下軍の歌」は石川四高記念文化交流館
より使用許可を得、金沢大学資料館にも使用について申し入れた。「北溟寮寮歌」は2015年
9月現在の北溟寮長・山下友輝氏及び作詞者の故・端名清氏夫人笠間 江氏より、「五誓寮
逍遙歌」は「北斗寮」ホームページ管理人で北斗寮OBの鈴木利郎氏（1967年理学部化学科
卒）及び作詞者の故・杉山直弘氏令嬢杉山京氏、作曲者の故・西田重治氏ご長男西田邦浩氏
より使用許可を得た。上記関係各位に感謝申し上げる。
4. 金沢大学創基150年史編纂部会編、北國新聞社、2012年。
5. 四高開学八十年記念出版委員会編、四高同窓会発行、1967年。
6. 作道好男・江藤武人編、財界評論新社、1972年。
7. 『日本近代文学大系　第53巻　近代詩集Ⅰ』（注3）を参照した。
8. 金沢大学資料館企画展示「破かれた恋愛小説　『寒潮』に翻弄された四高生」（2015年12月
9日～2016年2月10日）でも、「超然」に含まれる指導者意識について指摘があった（2015
年12月25日確認）。
9. 『新潮日本人名辞典』新潮社、1991年。
10. 『金沢大学50年史　通史編』（注1）に拠った。
11. 端名清氏の経歴は石川県立美術館ホームページ（http://http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/
index_j.html）、一水会ホームページ（http://www.issuikai.org/member/iin/2307-bio.html）、
石川県七尾美術館ホームページ（http://nanao-art-museum.jp/）、を参照（上記いずれも
2015年10月5日アクセス）。更に『北國新聞』1996年3月6日「作家の仕事場」、夫人の笠
間 江氏の証言（2015年10月7日聞き取り、注3に同じ）を参照した。
12. 高木美保氏の体験談。注2に同じ。
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13. 注1に同じ。
14. 注1に同じ。
15. 1967年4月30日発行、鈴木利郎氏蔵。鴫谷論文は鈴木氏よりメール添付写真で提供を受けた。
16. 2015年9月22日に土田良平氏（注3参照）に問い合わせたところ、土田氏は北斗寮の名前
だけは聞いていたそうで、若干の例外はあるようである。しかし土田氏も北斗寮がいかなる
寮であるかは全く知らなかったとのことであった。
17. “神話世界を生きる祝祭”としての寮自治の把握は、拙稿「消費社会と人間―大江健三郎『万
延元年のフットボール』論―」（『日本近代文学』第90集、2014年）における、民衆暴動発
生のメカニズム分析から着想した。
18. 筆者の1年先輩の小池広人氏（経済学部院修了）から聞いていた話を、2015年12月20日に
改めて小池氏に事実確認したものである。
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